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定例会説明資料 





目的：  

流山市の生物多様性地域戦略を推し
進めるため、「流山カントリーウォーク」
実行を通して、 

流山市の生物多様性重要拠点を流山
市民に紹介し、 
生物多様性を維持することの重要性を 
認識してもらう。 
 



内容：  
①新川耕地：  
 農業生産地としての新川耕地を歩くことによって、   
 豊かな自然がもたらす食の惠を実感してもらう。 
     
②利根運河：  
 利根運河とその周辺の自然と歴史にふれてもらい、  
 自然と暮らしの結びつきを実感してもらう。 
    
③共通  ： 暮らしと自然のふれあいマップ配布 
     パネルによる解説 
     暮らしと自然のふれあいクイズ 
     思い出マップ作り 
     豚汁とおにぎりの昼食付 



9:05-9:20 ①クリーンセンター 
•パネル１：生態系サービス（日本自然保護協会） 

   生態系サービス全般について簡単に解説。 

   実は私たちの現代の社会活動を支える重要な要素。 

•パネル２：まちなか森づくりプロジェクト紹介 

     （環境政策・放射能対策課） 

   まちなか森づくりプロジェクトの全容紹介。 

   下花輪福祉会館での植樹事業紹介。 

383ｐｐｍ 



382ｐｐｍ 



389ｐｐｍ 



9:30-9:40 ②今上落としの土手に上がったところ 

•パネル３：新川耕地の農業（農業政策課） 

  新川耕地の農業の現状説明。 

     農家数、休耕田、農地整理事業など。 

•パネル４：流山の水（ＮＰＯせっけんの街流山） 

  流山の水についての話 

385ｐｐｍ 



380ｐｐｍ 

10:00-10:10 ③常磐道高架下 

• パネル５：新川耕地の野鳥（ＮＰＯさとやま） 

    ダイサギ、コサギ、タシギ、タゲリなど 

     新川耕地の野鳥の紹介。 

    生息条件と現在の環境。 

• パネル６：災害時の命を支える自然の恵み 

    （日本自然保護協会） 

  防風林・森林・自然堤防・湿地（水田）がある 

   ことで、暴風や火事・洪水の被害を弱める。 

419ｐｐｍ 



402ｐｐｍ 403ｐｐｍ 



３９６ｐｐｍ 



10:30-11:55 ④もったいないファーム 

パネル７：実りをもたらす昆虫たち（日本自然保護協会） 

    トマトやカボチャの受粉に昆虫の手助けが必要。 

     世界の4-8割の農作物が、虫の送粉に依存。 

     畑の周りの森がないと収穫量が減少。 

 

パネル８：新川耕地のホタル（流山ホタル野） 

     新川耕地のホタルの紹介。 

 

パネル９：新川耕地の綿栽培 

    （オーガニックなくらしをめざすネットワーク） 

     新川耕地での綿栽培を紹介 

 

パネル10：新川耕地のＣＯ２濃度（温暖化防止ながれやま） 

     植物の光合成が地球温暖化防止に役だっている 

     ことを説明。 

     周辺のＣＯ２濃度を測定してみる。 







403ｐｐｍ 349～399ｐｐｍ 



444ｐｐｍ 



414ｐｐｍ 
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423ｐｐｍ 



スタッフの方は 
 
10月18日（土） 
 8：00 ＝クリーンセンター集合 
12：00 ＝もったいなファーム解散 
12：30頃＝クリーンセンター着 
＊13：30～第3回環境講座 
 
スタッフ予定者； 
新田さん、高橋さん、古井さん、 
難波さん（ａｍ）、春田 


